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ネットワーク機器のEnd-of-Life対策



ガートナー調査

：企業の一般的な償却時期

：機器の有効稼働間



・40%のリプレース案件は、メーカ保守切れが理由

の調査．．

リプレースの動機

→有効稼働期間を終える前に処分されていないか。

・80%の回答者は保守が継続すれば更改の延期を希望。

→選択肢が無い中での、半強制的なアップグレード



3 年 (平均)

費

用

時間 サポート終了
EOS

販売終了
End of SW Rel.

SWサポート終了

SW アップデート

技術サポート（TAC）

HW交換

メーカ/代理店メンテナンス契約 (OpEx・運用費)
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CapEx・設備投資



-使える機器を捨てない

-無償SWに費用を掛けない

三つのポイント

二重払い

N/A

費

用

時間
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3-5 年 (平均) サポート終了
EOS

販売終了
End of SW Rel.

SWサポート終了

SW アップデート

TAC/SWサポート

HW交換

メーカ/代理店メンテナンス契約 (OpEx・運用費)
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インフラの更改 (CapEx・設備投資)

強制更改
(最大43%)

-受けられないサポートに費用を掛けない



EOL機器延長利用モデル

強制アップグレードを回避

3-5 年(平均)

費

用

時間 サポート終了EoS
販売終了

TAC/SWサポート

HW交換

無駄な投資を浮き彫りに

二重払い

N/A
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EOL品の
継続利用

1.SLAの維持
2.同等のRMAモデル
3.期限が無い
4.費用削減 （対メーカ保守）
5.リプレースの回数を減らす
（CAPEX削減）

End of SW Rel.
SWサポート終了


